
           

                

 

生体内でのRAD52阻害効果を反映したスクリーニング技術であり、実用化の

可能性が高いRAD52阻害剤の候補化合物を評価し、創薬開発につなげる。 

 

従来のRAD52阻害剤のスクリーニング法は、in vitroのみのスクリーニング

法、in silicoと in vitroを融合したスクリーニング法のみである。実際の生細

胞を利用したRAD52阻害剤のスクリーニング系は未だに開発されていない。 

抗がん剤としてのRAD52阻害剤も上市されていない。   

 

・構造最適化のために化合物ライブラリーを提供してくれる企業 

・臨床試験に協力してくれる医療機関 

 

一本鎖アニーリング活性が増加して生存する特徴をもつ、希少遺伝性 

疾患RTSの骨肉腫患者のモデルがん細胞を樹立した。このがん細胞を 

利用して、SSA因子のRAD52を阻害する新規RAD52阻害剤を 

網羅的にスクリーニングする系、および得られたヒット化合物の 

RAD52阻害機能を評価する系。 
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